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《大規模生産者・法人の皆様への窓口を開設しました！（直接契約課）》
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★野菜ソムリエの旬ナビゲーション「ベジシャス」

東北地方太平洋沖地
震の影響について

地震の被害を受け
た東北・関東地方に
おける主な冬春野菜
（キャベツ、だいこ
ん、にんじん、はく
さい、レタス）の指
定産地について、４
月の東京市場の入荷
量及び全入荷量に占
めるシェアを試算し
た。

これらの指定産地
が大きなシェアを占
めているものは、だ
いこんで千葉県が７
割強、はくさいで茨
城県が９割、レタス
で茨城県が６ 割と
なっている。

産地への聞き取り
によると、これらの
産地への直接的な被
害は少ないものの、
道路の通行障害、燃
料不足の影響など物
流面の問題が懸念さ
れる。

需要に関しても、
日持ちの良い品目に
シフトするなどの影
響がみられる。

東北・関東地方の主な冬春野菜の指定産地（４月推計値）

地震に伴う物流面での課題と現状（３月２１日現在）
道路の通行障害※ ※日本道路交通情報センター調べ

○高速道
・東北道は宇都宮ICまで通行可能
・常磐道はいわき中央ICで通行可能
○一般道
・千葉県内はほとんど問題なし
・茨城県内は海沿いを中心に通行止めや規制中

燃料不足
・石油元売り各社が供給安定化に向けた対応を発表しており、
　徐々に燃料不足の問題も解消される見通しだが、時間が必要


